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実証試験要領の改定案について 

 

平成 28年度環境技術実証事業に向けて、実証対象技術の公募や採用、実証試験計画や報告書作成の方法について見直し、年度当初から事業が円滑

に進むようにするための改定案である。 

 

＜改定概要＞ 

・環境技術実証事業運営委員会で示された方針と整合を取るための見直し 

・環境技術実証事業実施要領の改定（予定も含む）に合わせた見直し 

 

○改定箇所（赤字部分） 

本編箇所 現行版（平成 27年 4月） 改定案（平成 28年 4月） 

P23  

Ⅵ．実証試験結果報告書の作成 

２．表紙及びヘッダ 

報告書の表紙には、実証番号及び ETV共通ロゴマーク．．．  

 

【中略】 

 

ヘッダの全ページも ETV共通ロゴマーク、分野名．．． 

 

【略】 

  

 

Ⅵ．実証試験結果報告書の作成 

２．表紙及びヘッダ 

報告書の表紙には、実証番号及び ETV個別ロゴマーク．．．  

 

【中略】 

 

ヘッダの全ページには、ETV共通ロゴマーク、分野名．．． 

 

【略】 

 

  

資料２ 
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資料編 

Pⅱ 

 

○ 国負担体制：中小水力発電技術分野 

○ 手数料徴収体制：地球温暖化対策技術分野（照明用エネ

ルギー低減技術（反射板、拡散板等））、

自然地域トイレし尿処理技術分野、有

機性排水処理技術分野、閉鎖性海域に

おける水環境改善技術分野、湖沼等水

質浄化技術分野、ヒートアイランド対

策技術分野（建築物外皮による空調負

荷低減等技術）、ヒートアイランド対

策技術分野（地中熱・下水等を利用し

たヒートポンプ空調システム） 

 

 

○ 国負担体制：テーマ自由枠分野 

○ 手数料徴収体制：中小水力発電技術分野、地球温暖化対策

技術分野（照明用エネルギー低減技術）、

自然地域トイレし尿処理技術分野、有機

性排水処理技術分野、閉鎖性海域におけ

る水環境改善技術分野、湖沼等水質浄化

技術分野、ヒートアイランド対策技術分

野（建築物外皮による空調負荷低減等技

術）、ヒートアイランド対策技術分野（地

中熱・下水等を利用したヒートポンプ空

調システム） 

 

＜改定の懸案事項＞ 

次年度は、次の懸案事項について、運営機関と連携し、改定する。 

１．ISO-ETV（ISO 14034）の要求事項と実証試験要領の整合 

・ISO14034の要求事項で使われる用語との統一の必要性 

・ISO14034の要求事項に対する実証試験要領の記述内容の変更の必要性（ISO14034の要求事項の解釈） 

  ※ 契約関係の記述はない。実証計画と試験計画、その結果の記述（報告書の形態）を ISOにあわせる必要があるかなどの懸案がある。 

２．テーマ自由枠分野とのすみ分け 

・有機性排水技術分野で取り扱う範囲を、より明確にすべきか検討する。 

  ※ 畜産排水、リン回収技術、処理システムの制御に関する技術などは、実証試験要領に対応し切れない部分があると思われる。 


